















P.コトラー Kotler と G.アームストロング Armstrong は、最新の Tenth 
Edition Principles of Marketing（『マーケティング原理』第10版 2004年刊）に
おいてディジタル時代のマーケティングに言及した章を設けｅコマースの展















はＦＴＴＨ（Fiber to the home 光ケーブル）、ＤＳＬ（Digital Subscriber Line
ディジタル加入者線）、ケーブルインターネット（CATV インターネット）、






































































































































































で10位であるが１、例えばＡＤＳＬ（Asymmetric Digital Subscriber Line 非対称
ディジタル加入者線）利用件数は、2003年３月に韓国を抜き世界一となり、
同年末には1,027万件となっており、今後の急速な普及が見込まれている２。 







































































れには開放型取引ネットワーク open trading networks（買い手と売り手がお互
いにオンラインで相対し、情報を共有し、取引を効果的に達成する電子市場
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表１ 2002年ＢtoＢ電子商取引市場規模（億円） 
分類 市場規模 ｅｃ化率（％） 構成比（％）
食品 2,200 0.4 0.5
繊維・日用品 15,380 4.18 3.3
化学 9,500 1.65 2.1
鉄・非鉄・原材料 11,200 3.01 2.4
産業関連機械・精密機械 30,080 5.58 6.5
電子・情報関連機器 197,730 32.12 42.7
自動車 172,540 39.46 37.3
建設 5,350 0.57 1.2
紙・事務用品 1,970 1.12 0.4
電力・ガス・水道関連サービス 0 0.00 0.0
金融・保険サービス 40 0.01 0.0
運輸・旅行サービス 5,600 2.2 1.2
通信・放送サービス 0 0.00 0.0
情報処理・ソフトウェア関連サービス 9,300 9.9 2.0
その他サービス 2,180 0.2 0.5





















分類 市場規模 ｅｃ化率（％） 構成比（％）
ＰＣ及び関連製品 1,970 15.47 7.3
旅行 2,650 1.87 9.9
エンタテイメント 1,920 1.63 7.2
書籍・音楽 620 1.97 2.3
衣類・アクセサリー 1,330 0.79 5.0
食料品 1,300 0.29 4.8
趣味・雑貨・家具 1,090 0.78 4.1
自動車 5,770 4.7 21.5
不動産 6,100 1.45 22.7
その他物品販売 1,390 0.67 5.2
金融 1,160 1.17 4.3
サービス 1,550 0.21 5.8
自動車・不動産を除く合計 14,980 0.71 55.8
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表３ 2002年ＢtoＣモバイルコマース市場規模の品目別構成 
商品・サービスセグメント 市場規模（億円） ｍ比率(％) 構成比(％)
ＰＣ及び関連製品 50 2.5 1.6
旅行 400 15.1 12.5
エンタテイメント 1,300 67.7 40.5
書籍・音楽 150 24.2 4.7
衣類・アクセサリー 100 7.5 3.1
趣味・雑貨・家具 210 19.3 6.5
食料品 140 10.1 4.4
その他物品販売 150 11.5 4.7
自動車 150 13.8 4.7
不動産 160 2.6 5.0
金融 100 8.6 3.1
サービス 300 19.4 9.3





















































































1 ＪＴＢ 19,200 兼 ネ・カ 旅行 ？ ？
2 エクシング 17,000 兼 ネ 音楽配信・着メロ 25 100.0
3 千趣会 16,000 専 ネ・カ 総合 1 11.0
4 ヨドバシカメラ 15,970 兼 ネ 家電・ＡＶ機器・カメラ・携帯 29 100.0
5 エンタテイメントプラス 14,000 専 ネ 映画・観劇・観戦チケット 28 87.5
6 ニッセン 13,760 兼 ネ・カ 総合 3 12.1
7 エイチ・アイ・エス 12,200 兼 ネ 旅行 31 100.0
8 ソフマップ 8,705 兼 ネ パソコン・周辺機器 40 100.0
9 セシール 8,685 専 ネ・カ 総合 4 8.4
10 プリンスホテル 7,504 兼 ネ ホテル 47 100.0
11 ファミリーマート 6,865 兼 ネ・カ 総合 42 83.2
12 第１興商 5,724 兼 ネ 音楽配信・着メロ 56 100.0
13 イーネット・ジャパン 5,489 専 ネ ＣＤ・ビデオソフト・ＤＶＤ 57 100.0
14 ジャパネットたかた 5,200 専 ネ・テ・カ 家電・ＡＶ機器・カメラ・携帯 6 8.3
15 紀伊國屋書店 4,800 兼 ネ 書籍・電子書籍 64 100.0
16 ファンケル 4,135 兼 ネ・カ 医薬品・化粧品・トイレタリー 7 7.0
17 イー・ショッピング・ブックス 3,662 専 ネ 書籍・電子書籍 75 100.0
18 ムラウチ 3,513 兼 ネ 家電・ＡＶ機器・カメラ・携帯 77 100.0
19 ソーテック 3,059 兼 ネ パソコン・周辺機器 82 100.0
20 ソースネクスト 2,362 兼 ネ パソコンソフト 90 100.0
21 コープこうべ 2,300 兼 ネ 食品 91 100.0
22 オルビス 2,250 専 ネ・カ 医薬品・化粧品・トイレタリー 17 8.7
23 コメリ 2,168 兼 ネ・カ その他 95 100.0
24 ゴルフダイジェスト・オンライン 1,971 兼 ネ スポーツ用品・スポーツウェア・自転車 102 100.0
25 キタムラ 1,910 兼 ネ 家電・ＡＶ機器・カメラ・携帯 103 100.0
26 日経 BP 1,720 兼 ネ 書籍・電子書籍 104 100.0
27 イーベスト 1,570 専 ネ 家電・ＡＶ機器・カメラ・携帯 109 100.0
28 セガ 1,530 兼 ネ ゲームソフト・玩具・ホビー 110 100.0
29 ＩＴエージェント 1,430 専 ネ パソコン・周辺機器 112 100.0
30 サンルート 1,399 兼 ネ ホテル 113 100.0
31 ソニーコミュニケーションネットワーク 1,389 専 ネ 総合 114 100.0
32 インプレス 1,385 兼 ネ パソコンソフト 115 100.0
33 ネットプライス 1,315 専 ネ 総合 116 100.0
34 日本通信教育連盟 1,210 専 ネ・カ ＣＤ・ビデオソフト・ＤＶＤ 8 2.3
35 ネオ・ウィング 1,129 専 ネ ＣＤ・ビデオソフト・ＤＶＤ 121 100.0
36 三越 1,070 兼 ネ・テ・カ 総合 11 2.5
37 サンテク 1,006 兼 ネ・カ パソコン・周辺機器 119 78.2
38 伊勢丹 1,000 兼 ネ ギフト 125 100.0
38 ヘルシーネット 1,000 専 ネ 健康食品 122 93.9























































































































































































































































































タネットワークの広大な大衆的ウェブ vast public web であり、全ユーザーを相互に
結びつけ、厖大な情報貯蔵所 amazingly large information repository と結びつけている
ネットワーク」であると規定している（P.Kotler, G.Armstrong, Tenth Edition Principles 















16 「Yomiuri Weekly ビジネスマンの経済学」 2000年5月21日付け。 
17 同上論文 












































橋レビュー』第49巻２号 東洋経済新報社 2001年９月）。 
35 ＩＴを「ハードウエア・ソフトウエアに、ネットワークと情報（コンテンツ）を加


















ビュー』第49巻２号 東洋経済新報社 2001年９月） 
39 「店舗小売業とインターネット」（一橋大学イノベーション研究センター『一橋ビジ








The Internet is a vast public web of computer networks and connects users of all 
types around the world to each other. With the Internet explosion, we are 
undergoing a great transformation of the new digital age. E-commerce has been 
popularized rapidly among businesses（business to business）and business to 
consumer. The purpose of this article is to clarify the characteristics and problems 
of this new transaction system. 
The number of Internet users in Japan reached 69.4 million in 2002, 
corresponded to 54.5 percent of population. The number of broad band users 
reached 19.6 million in 2002. It owed to the lowest rates based on the competition. 
One study estimates the rate of BtoB e-commerce in the all BtoB trades in Japan is 
6.99 percent and the rate of BtoC e-commerce in the all BtoC sellings in Japan is 
1.02 percent in 2002. 
As a result of the development of e-commerce, it may bring the enlargement of 
market exchanges because e-commerce enables the lowering of market trading cost. 
On the other hand, as Iwao Nakatani pointed out, it may bring the overshooting of 
supply or demand side. 
For consumers e-commerce is most useful when they seek for products and 
services which they need or want with better convenience and lower costs. For 
wholesalers e-commerce may threaten their raison d'être because it will facilitate 
direct tradings between manufacuturers and retailers or suppliers and customers. 
For retailers it'll be more profitable when they decide to select click & mortar 
types. 
